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要約　生活科は，具体的な活動や体験を通して自立の基礎を養うことを目的とする教科であり，大学の講義
においても実際に体験活動を行うことによって様々な教育的効果が期待できる。そこで「生活科概論」の講
義内において体験活動を行う機会を3度設定し，いずれも実際の授業展開を意識して活動内容を構成し取り
組みを行った。受講生に対して実施したアンケート結果からは，多くの学生が体験活動を行うことに対して
有用性を感じていることが明らかになった。また，体験活動での経験を後の講義の中で生かしていくことで，
生活科を学ぶ意義やねらいをもった指導の大切さを理解することにもつながっており，学生の深い学びの実
現にも寄与するものとなった。
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１　生活科における体験活動の重要性と課題
　本稿は，本学の学生が初めて生活科に関して学ぶ科
目である「生活科概論」において筆者が実践した講義
内での体験活動について，その実施が学生の学びにも
たらした効果と，より良い学びを実現するための改善
の方向性を明らかにすることを目的として報告するも
のである。これらの目的を達成する方法として，授業
評価アンケートを実施する機会を利用して本科目独自
のアンケート調査を行い回答の分析を行った。　
　生活科は1989年の小学校学習指導要領の改訂の際に
創設され，小学校１，２年生でのみ学習する教科であ
る。2008年に告示された現行の小学校学習指導要領に
は，生活科の教科目標が次のように示されている１）。
　
　 　具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，
社会及び自然との関わりに関心をもち，自分自身や
自分の生活について考えさせると共に，その過程に
おいて生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ，自
立への基礎を養う。
　創設後すでに四半世紀が経過し，その間に二度の学
習指導要領の改訂を経たものの，生活科の教科目標は
大きな変更がなされずに，現行の小学校学習指導要領
まで受け継がれてきている。また，2017年3月に公表
された次期小学校学習指導要領２）に示された教科目
標でも，表現は大幅に変更されたものの，これまでの
教科目標の趣旨を引き継いだ内容となっている。した
がって，自立の基礎の育成を目標とし，その目標に到
達するために具体的な活動や体験を通して学ぶこと
は，生活科の創設以来一貫して重視されており、それ
は次期学習指導要領のもとでも継続している。
　教科調査官として生活科創設に大きな役割を果たし
た中野重人は，我が国で伝統的に行われてきた教科書
に基づく知識・理解を重視した学校教育が引き起こし
てきた様々な課題への対応の一つが生活科の誕生であ
るとし，生活科を体で学ぶ「体得の教科」と述べてい
る３）。主体的な活動や体験を通して児童が対象と直接
関わりながら学ぶことは，生活科の学習に不可欠な要
素であり，生活科の学びにおける重要な特質の一つで
ある。 
　教科目標に示されている「具体的な活動や体験」と
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は，学習対象となる事物に実際に働きかけるいわゆる
「直接体験」を意味しており，これは生活科を学習す
る小学校低学年の児童の発達段階をふまえた学び方で
もある。文部科学省は，今後の教育において重視され
なければならないのは直接体験であり，体験活動とは
思考や知識を働かせ，実践して，よりよい生活を創り
出していくために必要なものであるとし，次の8つの
点で効果があると述べている４）。
① 現実の世界や生活などへの興味・関心，意欲の向上
② 問題発見や問題解決能力の育成
③ 思考や理解の基盤づくり
④ 教科等の「知」の総合化と実践化
⑤ 自己との出会いと成就感や自尊感情の獲得
⑥ 社会性や共に生きる力の育成
⑦ 豊かな人間性や価値観の形成
⑧ 基礎的な体力や心身の健康の保持増進
⑨ 体験活動の効果として実践の出発点
　また，文部科学省は，かつての子どもたちは様々な
自然体験・社会体験を日常的に積み重ねて成長する機
会に恵まれていたのに対し，今の子どもたちをめぐる
環境は，心や体を鍛えるための負荷がかからない『無
重力状態』であり，青少年の健全育成にとって深刻な
事態に直面していると指摘している５）。生活科誕生の
背景には，現代の子どもの生活における直接体験の減
少を学校教育において補完する役割を果たすことへの
期待もある６）ことから，授業の中で児童にとって有
意義な体験活動を構成することは，生活科の授業設計
において欠かせない。
　その一方で，直接体験の重視が生活科における授業
実践上の課題を生み出してきたことも否めない。木村
吉彦が小学校教員に行ったアンケート調査の結果から
は，生活科の指導にやりがいや手応えを感じつつも，
体験活動を行うための学習環境の整備や事前・事後の
準備・対応に手間や時間がかかることから，負担感を
強く感じている教員が多いことが伺える７）。
　体験活動に関する課題の中でも最も大きなものは，
「活動あって学びなし」という言葉に象徴されるよう
に，学習活動がただ体験することだけに終わっている
授業実践が散見される点であろう。現行の小学校学習
指導要領を改訂する際に，基本方針の一つとして「気
付きの質を高め，活動や体験を一層充実するための学
習活動の重視」があげられた８）ことは，児童が活発
に活動していたとしても，自立への基礎を養うことに
つながる内容を伴っていない実践の克服を意図したも
のと考えられる。
２　「生活科概論」における体験活動の取り組み
2.1　大学での生活科関連科目における体験活動の必
要性
　本学では小学校の教員養成に関する生活科の科目と
して，「生活科概論」（1回生後期開講），「生活科指導法」
（2回生後期開講），「生活科実践演習（つくろう！生活
科）」（4回生前期開講）の3科目が開講されている。な
かでも学生が生活科に関して最初に学ぶ「生活科概論」
は，教科の趣旨や目標，変遷，評価のあり方などの基
礎的な理論や，小学校学習指導要領に示された教育内
容に関して学ぶため，小学校教員となった際に生活科
を指導する際の基礎づくりをする科目として位置付く
ものである。したがって，生活科の学習指導における
体験活動の重視やその教育的意義については，「生活
科概論」の講義内容の重要な柱の一つとなる。
　勿論，体験活動に関するこれらの内容を一般的な講
義形式で学ぶことは可能である。しかし，生活科とい
う教科の特質を鑑みたときに，学生が実際に体験活動
を行ってその中から学んでいくことには大きな意味が
ある。体験活動を通して学ぶことで，「体得の教科」
である生活科の趣旨をより深く理解できると共に，後
に「生活科指導法」や「生活科実践演習」で授業づく
りに関して学ぶ際に，児童が直接学習対象と関わる活
動を具体的にイメージしながら単元開発や授業設計を
行えることにつながるからである。また，生活科の授
業において散見される「活動あって学びなし」と言わ
れる問題状況をどのように克服していくのかや，活動
に当たってのきめ細かな準備や配慮の必要性，体験活
動中の児童への支援のあり方などについて考えやすく
なる効果も期待できる。このような理由から，学生の
教育的実践力の育成にも寄与すると考え，「生活科概
論」の講義の中で体験活動を実施した。
2.2　生活科に対する学生の意識
　「生活科概論」は，法令上小学校教諭および幼稚園
教諭の一種免許状を取得する際の選択科目になってい
ることもあり，教育学部のかなりの学生が受講し，そ
の大半を１回生が占めている。2016年度は2クラスが
開講され，受講登録した学生はあわせて214人であっ
た。
　2016年度の受講生を対象として第15回目の講義でア
ンケート調査９）を行った。自分が小学生の時に受け
た生活科の授業に対してもっている印象や思い出をた
ずねた設問（設問１）に対する回答を集計した結果を
表１に示す。この設問への回答は自由記述により行っ
たため，記述されている要素を授業の印象に関するも
のと学習内容に関するものに分けたうえで，表１には
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いずれかのクラスで5名以上の回答があった要素を項
目として独立させて示している。なお，記述内に複数
の要素が含まれている場合があったことから，百分率
の合計は100％を超えている。
　実際に授業を受けていた頃から10年以上が経過して
いることもあって，「あまり覚えていない」あるいは「特
にない」という回答も見られたものの，全体の約4分
の1の学生が生活科の授業に対する印象として「楽し
い」あるいは「おもしろい」と回答している。「他の
教科に比べて授業を楽しみにしていた」という回答も
見られることをふまえると，小学校低学年の時期に生
活科の授業に対してプラスイメージをもち，その印象
が大学生になっても継続していることが分かる。また，
「活動や体験が多く座学ではない」という回答からは，
生活科では具体的な活動や体験を通した学び方を重視
していることを学生が経験的に感じており，またその
ことが生活科に対するプラスイメージの形成に影響し
ていると考えられる。その一方で，「授業ではなく遊
んでいる感覚」と回答した学生が約1割見られたこと
からは，「授業」という言葉から一般的に連想される
教師の説明を聞く，教科書を読む，ノートを取るなど
の学習活動が他の教科と比べて少ない生活科は，低学
年の児童に「学習」として意識されにくい傾向がある
ことも伺える。
　また，思い出に残っている学習内容に関する回答も
多く見られた。なかでも身近な地域の様々な場所に実
際に行って事物を観察したりそこで働いている人たち
と交流したりする学習（以下，「たんけん」）と植物の
栽培については，いずれも3分の1を超える学生が回答
する結果となった。生活科には様々な学習内容がある
中で，「たんけん」と栽培に回答が集中していること
から，これらが低学年の児童にとって特に楽しく印象
深い学習内容であることが推測される。なお，小学校
学習指導要領には，生活科において栽培活動とあわせ
て飼育活動も行うことが示されている。しかし，飼育
活動については，各学校の環境や事情が大きく関わる
ことやアレルギーへの配慮や感染症への対応，日常的
な世話の負担が大きいことなどを背景に，従来から学
校間や教師間で取り組みに差が生じやすいことが調査
などから明らかになっている10）。今回のアンケートで
飼育活動を回答した学生が栽培活動に比べてかなり少
なかったことは，このような学校現場の実情を反映し
ていると推測される。
2.3　「生活科概論」における体験活動を組み込んだ
講義の実際
2.3.1　「生活科概論」で体験活動を行う意義と講義
計画
　表1より，学生が生活科では他教科に比べて体験活
動が多く行われることを自らの経験を通して把握して
おり，そのことが「楽しい」，「おもしろい」などの生
活科に対するプラスイメージにつながっていると考え
られること，しかし，他方ではそのことが生活科に対
して「授業ではない」あるいは「遊んでいる」という
感覚をもつことにもつながっていることを見出すこと
ができた。
　すでに学生に形成されているプラスイメージは大切
にしつつも，体験活動を通して学ぶ意義を理解したり，
学習活動を構想する際の留意点や体験活動を行う際の
支援のあり方などを考えたりするためには，講義形式
の授業だけでは十分ではない。実際の授業を想定した
形で体験活動を行うことによって，児童に生活科を指
導するという視点から体験活動そのものに対する学生
の認識を深められるだけでなく，児童期に形成された
生活科の授業やその中での学びを軽視する感覚を払拭
することが可能になると共に，将来教壇に立った際に
必要とされる教育的実践力の育成にもつながるからで
ある。そのため，講義を計画するにあたっては，単発
的に体験活動を行うのではなく，体験活動をふまえて
その中に存在する意味を明確に理解するための講義形
式の授業も併せて実施することによって，体験活動を
通した学びの効果をより高めることができるよう工夫
した。
　2016年度は「生活科概論」の講義を表2のように計
画し，「体験を通した学び」と題して体験活動を行う
機会を3度設定し，第7 ～ 8回の講義と第9 ～ 11回の講
表１　生活科の授業に対する印象や思い出（設問１）
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義をそれぞれ一連の講義内容として位置付けた。
　現行の小学校学習指導要領では，生活科において9
つの内容を取り扱うこととされており，3つの階層性
をもつものとして示されている11）。講義では2番目の
階層に位置付く「自らの生活を豊かにしていくために
低学年の時期に体験させておきたい活動に関する内
容」の中で，学生が具体的な活動や体験を行う意義を
理解しやすく，かつ大学の講義内で実施することが可
能なものを選び，実際の生活科の授業での授業展開を
意識して活動内容を構成した。各体験活動の詳細につ
いて以下に示す。
2.3.2　「あきのこうえんにいこう」（第7回）
　体験活動「あきのこうえんにいこう」は，小学校学
習指導要領に示された生活科の内容⑸「季節の変化と
生活」12）に基づいて構想して実施した。身近な環境
の自然と関わって季節の変化を見つける活動は，内容
⑸の学習において単元の中核となる体験活動である。
特に秋を見つける活動は，現在発行されている8社の
教科書全てで取り扱われており，小学校でも広く実践
されていることから，講義内で行う体験活動としてふ
さわしいと考えた。
　1コマ（90分）の講義を，①公園で秋を見つける活
動（移動も含め約50分），②通常使用している講義室
に戻って各自が見つけた秋を交流する活動（約15分），
③2つの活動の振り返り（約20分）という三つの活動
によって構成した。
　最初に行った秋を見つける活動は，本学の第二キャ
ンパスに集合して活動内容や注意事項に関する説明を
聞いた後，隣接する見立山公園に移動して行った。こ
のとき学生には，小学校低学年の児童に戻ったつもり
になって体全体を使って秋を見つけると共に，指導す
　次の交流する活動は，自分が見つけた秋の中からみ
んなに教えたいものを1つ選んでその理由を考えた後，
講義室内を自由に歩き回って交流相手を探し，互いが
見つけた秋について発表し合う形で行った。このとき，
小学校低学年を想定しての活動であることや次の振り
返りの段階のことをふまえて，「私がみんなに教えた
い秋は，○○で見つけた○○です。理由は○○だから
です。」という基本の話形を示し，この話形に沿って
発表することと，聞き取った内容をワークシートの裏
面に記録しておくことを指示した。　　
　10名以上を目標に交流した後，聞き取った中から印
象に残った秋を一つ選びその理由を考えた。この活動
の意図は，交流による対象に対する気付きの質の高ま
りや，自分自身や他者に対する気付きの生まれを学生
に実感させることである。なお，この交流する活動は，
生活科における気付きに関する第12，13回講義の中で
も取り上げて活用する。生活科で重視されている「気
付き」に関する学びを自らの体験を通して深められる
表２　2016年度の生活科概論の講義計画
る教師の視点も意識しながら自分自身や周りの学生を
観察するように指示した。秋を見つける際に働かせる
感覚が視覚に偏らないようにする工夫として，図1の
ように記録用のワークシートに6種類のマークを示し，
見つけた秋ごとに当てはまるマークを記入し，どのよ
うな所に秋を感じたのかを具体的に記述するようにし
た。この活動は，諸感覚を働かせながら「秋の季節」
という対象と直接関わることそのものを体験すると共
に，活動中の自分自身や周りの学生の様子を観察する
ことを通して，屋外に出て活動する際の注意点や活動
に取り組みにくい児童への支援のあり方について考え
る機会とすることを意図して行った。
図１　体全体を使って秋を見つけるための工夫
― 13 ―
「生活科概論」における体験活動の取り組み
や作るときの工夫についてイメージを膨らませるため
の話し合い（約20分），③自分が作りたい「とっておき」
の紙飛行機を作ったり飛ばしたりして試行錯誤する活
動（片付けを含めて約50分），④紙飛行機づくりの振
り返り（約10分）の4つの活動で構成した。②と④の
活動では，図2に示すワークシートを用いた。
ようにすることも視野に入れて，交流を体験活動の中
に位置付けた。
　最後の振り返りは，「秋見つけ」の活動とその後の
交流活動から何を学んだのかについて，児童の側の視
点と教員の側の視点のそれぞれに立って考えたことや
感じたことを書く活動である。この活動は，次の回の
講義で体験を通した学びの意義やより良い体験活動を
実現するための留意事項について学ぶための準備とし
て位置付けた。
2.3.3　「とっておきの　かみひこうきをつくろう」
（第9回）
　体験活動「とっておきの　かみひこうきをつくろう」
は，次週に実施した「みんなでとばそう　かみひこう
き」と共に，小学校学習指導要領に示された生活科の
内容⑹「自然や物を使った遊び」13）に基づいて構想
した。「遊び」を学習活動として位置付けているのは
生活科の大きな特徴であり，幼児教育と小学校教育と
の接続や両者の違いについて理解する上でも重要な活
動であることから，講義内での体験活動として取り上
げた。体験活動の中心となるのは，紙飛行機を実際に
試行錯誤しながら作ったり飛ばしたりして遊ぶ活動で
あるが，実際の生活科での授業展開を意識し，体験活
動に入る前に児童の興味・関心を高める学習活動につ
いても経験できるように配慮して構成した。
　「遊び」として紙飛行機づくりを選んだ理由は二つ
ある。一つ目の理由は，紙飛行機は形や飛ばし方を工
夫することを通して自然の不思議さや面白さを実感す
ることができるため，内容⑹の題材として適切だから
である。これは，現行の小学校学習指導要領を改訂す
る際，生活科の改善の具体的事項の一つとして，遊び
や遊びにつかうものを工夫して作ったりする学習にお
いて，児童が自然の不思議さや面白さを実感できる活
動を充実させることが求められた14）ことをふまえて
いる。二つ目の理由は，紙飛行機が製作にかけられる
時間や活動のための準備などの点で，大学の講義内で
実施するにあたって生じる制約を比較的受けにくい題
材だからである。大学生にとっては，紙飛行機を作る
こと自体にはそれほど長い時間を要しない一方で，思
い通りに飛ぶ紙飛行機にするためには試行錯誤するこ
とが必要となる。また，新聞紙や広告紙を材料にする
ことで準備における量やコストの面の課題をある程度
克服することもできる。以上の理由から，大学の講義
内という限られた条件の中であっても，内容⑹の趣旨
をふまえた体験活動が可能な遊びとして，紙飛行機づ
くりを取り上げた。
　1コマ（90分）の講義を，①紙飛行機を題材とした
絵本15）の読み聞かせ（約10分），②紙飛行機の飛び方
図２　体験活動「とっておきの　かみひこうきをつくろう」で
使用したワークシート
　絵本の読み聞かせは，生活科を学習する低学年の児
童にとって幼児期から親しんできたなじみ深いもので
あり，活動で関わる対象への興味・関心を掘り起こす
ための導入の活動として効果的であると考え，最初の
活動として位置付けた。また，この体験活動に先立つ
第8回講義で生活科と幼児教育との関連について学ん
でいる（表2参照）ことから，そこでの講義内容の理
解をより深める効果も期待できる。講義室のスクリー
ンに映し出した絵本を見ながらという形ではあった
が，学生は低学年の児童のつもりになって筆者による
絵本の朗読を聞いた。
　絵本の読み聞かせの後，すぐに紙飛行機づくりを行
うのではなく，紙飛行機の飛び方や作るときの工夫に
ついてイメージを膨らませるための活動を位置付け
た。この活動は，紙飛行機づくりにおける「めあて」
を児童にもたせる学習活動を経験することで，導入の
学習活動と中心となる体験活動をつなぎ，後者の効果
をより高めるための学習指導の展開についてイメージ
をもたせることを意図したものである。この活動は3
つの発問によって構成した。　
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　最初の発問「どんな飛び方の紙飛行機があるでしょ
うか」では，絵本の内容を手がかりにしながら紙飛行
機が飛ぶ様々な姿を言葉で表現することを通して，紙
飛行機に対するイメージを膨らませるようにした。次
の発問「紙飛行機を作るときどんな工夫ができるで
しょうか」では，紙飛行機づくりを行うにあたってど
のような所を工夫できるかを明確に意識できるように
した。これら2つの発問は，まず個人で考えてから学
籍番号順に7 ～ 8人で編成した班で交流し，最後に挙
手や指名によって全体に発表するという形で活動を展
開した。最後の発問「あなたはどんな『とっておき』
の飛び方をする紙飛行機を作りたいですか」では，次
の紙飛行機づくりの活動における個人の「めあて」の
設定を行った。最後の発問に対して考えたことの交流
はあえて行わず，これから製作する紙飛行機に対する
各自の「思い」や「願い」として大切にしながら活動
できるようにした。　
　次の「とっておきのかみひこうき」を作る活動は，
内容⑹の学習において中心に位置付くものである。は
じめに注意事項を全員で確認した後，意見交換を行っ
た班を単位として各自が思い思いの紙飛行機を作り，
実際に飛ばして試す活動を行った。学生にはあらかじ
め参考資料として3種類の紙飛行機（やり飛行機，い
か飛行機，へそ飛行機）の作り方を図解した資料を配
付したが，これらに限らず様々な形の紙飛行機を作る
ように伝えた。材料として準備した新聞紙や広告紙は
紙質によって大まかに種類分けしておき，学生が作り
たい紙飛行機に応じた紙を選べるようにした。また，
作る飛行機の種類や使用する紙の選択以外にも多様な
工夫を可能にするための環境づくりとして，共有ス
ペースにのりとハサミを準備し必要に応じて自由に使
用してよいこととした。さらに，飛行機を飛ばして試
すことは，めあての達成を確認し試行錯誤することに
つながる重要な活動であるため，講義室の前後に飛ば
すためのスペースを設定した。その際，飛ばす方向な
どについてルールを決めて活動を安全に行えるように
配慮した。
　片付けの後，最後に紙飛行機づくりを振り返る活動
を行った。各自が設定しためあてをより具体的な形で
意識できるように「とっておきポイント」として言語
化すると共に「とっておきになったひみつ」としてめ
あてを実現できた理由を考え，遊びの中にある自然の
不思議さや面白さを意識できるようにした。なお，一
連の活動で用いたワークシートと作製した紙飛行機は
班ごとにまとめて提出するようにし，次週まで筆者が
保管した。
2.3.4　「みんなでとばそう　かみひこうき」（第10
回）
　体験活動「みんなでとばそう　かみひこうき」も，
「とっておきの　かみひこうきを　つくろう」と同様，
小学校学習指導要領に示された生活科の内容⑹に基づ
いて構想した。第9回講義で実施した体験活動の続き
に位置付くものであり，紙飛行機づくりの体験を交流
する活動を中心に，実際の生活科での授業展開を意識
しながら活動を構成した。1コマ（90分）の講義のう
ち約60分を体験活動に充て，その後は第9，10回の活
動全体を振り返る小レポートの作成に取り組んだ。
　前回の講義を欠席した学生が各クラスとも数名いた
ことから，そのフォローのために交流する前に紙飛行
機を作製する時間を取った。その間に前回出席してい
た学生には，提出した紙飛行機とワークシートを受け
取って「とっておきポイント」がアピールできるよう
に飛ばす練習をするよう指示した。
　交流活動は，作製時の班とメンバーが重ならないよ
うに編成した13 ～ 14人からなる新たな班を単位とし，
自分の紙飛行機の「とっておきポイント」とその「ひ
みつ」を発表した後，実際に飛ばしてデモンストレー
ションする形を基本として行った。また，交流する際
には前回のワークシートの裏面に記録をとるように指
示した。
　次に，メンバー全員が発表を終えた班から，互いの
紙飛行機を交換して飛ばしたり，同じタイプの紙飛行
機同士で飛距離や滞空時間を競ったりして遊ぶ活動を
行った。内容⑹では，ルールを守って遊ぶ楽しさや友
だちのよさや自分との違いに気付いたり，相手の考え
を尊重できる態度を身に付けたりするために友だちと
関わり合って遊ぶ活動も重視されていることをふま
え，交流する活動だけでなく，実際に遊ぶ活動も組み
込んだ。
　最後に，交流した中で印象に残った学生を「あこが
れパイロット」として一人選び，その理由を考える活
動を行った。同様の活動は「あきのこうえんにいこう」
の中でも行っており，次週以降の気付きに関する講義
での活用とそこでの学びの深まりを意図して，体験活
動の中に位置付けたものである。
３　受講した学生の反応
　講義内で実施した3回の体験活動が，生活科の学習
における「具体的な活動や体験」とはどのようなもの
かを理解したり，学習における意義を考えたりするた
めに役立つものであったかどうかについて尋ねた（設
問2）ところ，表3のような結果となった。
　「とても役に立った」，「役に立った」と肯定的に回
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答した学生は，「あきのこうえんにいこう」は90.6%，
「とっておきの　かみひこうきをつくろう」は78.4%，
「みんなでとばそう　かみひこうき」は71.6%といずれ
も高い割合にのぼっており，大半の学生が講義内で実
施した体験活動に有用性を感じていることが明らかに
なった。一方，「どちらとも言えない」と回答した学
生が「とっておきの　かみひこうきを　つくろう」で
は14.2％，「みんなで　とばそう　かみひこうき」で
は17.4%にのぼっていることから，これらの活動を学
生の学びにとってより効果が高いものにするために
は，まだ検討の余地が残されていると言える。それぞ
れの活動について，「どちらとも言えない」，「あまり
役に立たなかった」，「全く役に立たなかった」と回答
した学生が記述した理由の主なものは次の通りであ
る。
〇「とっておきの　かみひこうきをつくろう」
　・遊ぶことに夢中になってしまった。
　・ 作るときは班で活動できたが，飛ばすときは一人
で飛ばしたのであまり深まらなかった。
　・　飛ばすスペースが狭く活動しにくかった。
〇「みんなでとばそう　かみひこうき」
　・ 班が知らない人ばかりで交流がもりあがらなかっ
た。
　・作るときと同じ班の方がよかった。
　・班の人数が多かったので交流しづらかった。
　・作る活動と交流する活動を連続でやりたかった。
　いずれの体験活動も班を編成して活動したが，班で
の活動がうまく機能しなかった場合には，活動後に講
義を受けても有用性を感じにくかったことが伺える。
特に，「みんなでとばそう　かみひこうき」では，交
流活動を行うために編成し直した班に関して，メン
バー構成や人数の多さが原因となって充実感がもてな
かった学生が他の2つの体験活動に比べて多かったと
見られ，このことが有用性を感じた学生の割合に影響
したと考えられる。「生活科概論」では1クラスの受講
生が100人前後と規模が大きいことから，同じ班の中
に顔見知りが少なかった場合に，交流しにくさを感じ
たり，前向きに活動に取り組みにくい学生が出たりし
たことが推測される。また，紙飛行機を作り飛ばして
遊ぶことは大学生にとってもなお楽しいと感じられる
活動であったが故に，遊ぶことに没頭してしまい，活
動の意図を考えるまでに至らなかった学生もいたよう
である。
　2016年度は体験活動を行った次の回に，その意義を
理解するための講義を行った。この点について学生の
考えを尋ねた（設問3）結果をまとめたものが表4であ
る。7割近くの学生が今年度の実施形態を肯定してい
る一方で，講義後に体験活動を行う方が良いとする学
生も約18%にのぼった。その理由については，記述し
ていた学生のほとんどが「活動の意義を理解した上で
体験をした方がよかった」と回答していた。
表３　生活科における「具体的な活動や体験」の理解や意義の考察における
実施した体験活動の有用性に対する学生の意識（設問２）
表４　体験活動と講義の順番や必要性
      に対する学生の意識（設問３）
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　生活科における「具体的な活動や体験」の理解や意
義を考察するために体験活動を行うことに有用性を感
じた学生が約7 ～ 9割と高い割合を占めたことや，実
施する順番については検討の余地があるものの9割近
くの学生が講義と体験活動の両方を行う選択肢を選ん
でいることから，学生は講義内で体験活動を行うこと
に意義を見出していると判断できる。
４　体験活動実施の効果と改善の方向性
　表5は，「生活科概論」の講義を受けたことによって
生活科に対してどのような印象や考えをもつように
なったかについて自由に記述する設問（設問4）に対
する回答を集計した結果である。表5にはいずれかの
クラスで5名以上の回答があった要素を項目として独
立させて示しており，記述内に複数の要素が含まれて
いる場合があったことから，百分率の合計は100％を
超えている。
　具体的な活動や体験を通して学ぶことから，生活科
に対して「楽しい」，「おもしろい」などの肯定的なイ
メージをもつ一方で，「学習ではなく遊んでいる」と
いう印象をもつ学生も多かったことは前述の通りであ
る。しかし，「生活科概論」の受講を終えた段階では，
「ただ遊んでいるのではなく指導のねらいがある」あ
るいは「子どもにとって必要なこと，大切なことを学
ぶ」という回答がいずれも20%を超える結果となった。
この結果からは，生活科を学ぶ意義や生活科の目標を
実現するためのねらいをもった指導の大切さなど，講
義の中でいわゆる「座学」の形式で学んだ内容につい
ても理解を深めることができていることが分かる。こ
れは，体験活動だけでなくその意味を明確に理解する
ための講義（第8回，第11回）を組み合わせて講義内
容を構成したことや，体験活動での経験を他の講義内
容を学ぶ際にも活用（第12，13回）したことによると
考えられる。講義計画全体の中で有機的に生かしてい
くことによって，体験活動での学びは生活科に関する
表５　生活科概論受講後の生活科に対する印象や考え（設問４）
学生の理解の深まりにつながるものとなったのであ
る。
　また，「指導や評価が難しい，大変である」という
回答が3番目に多かったことは，学生が「授業を受け
る子どもの側」の意識を脱却し「指導する教師の側」
の視点から生活科を見られるようになったことを示し
ている。実際の授業を想定した形での体験活動を経験
したことによって，事前の準備や配慮を十分に行うこ
との重要性や児童一人ひとりの活動の様子を見取る難
しさ，活動に取り組みにくい児童への支援のあり方な
どについて具体的にイメージができるようになったこ
とが，生活科の指導や評価に難しさや大変さを感じる
ことにつながったと考えられる。
　このように，多くの学生が有用性を感じているだけ
でなく，生活科に対する理解を深め，また，「授業を
受ける側」から「指導する側」へと視点を転換する機
会にもなっていることから，「生活科概論」の講義内
での体験活動の実施には効果があることが明らかに
なった。
　一方，アンケート結果の分析からは，より実施の効
果を高めるため今後の改善の方向性として，どのよう
な意図をもった活動なのかを学生がある程度理解でき
る状態にした上で体験活動を行う必要があることが明
らかになった。特に「とっておきの　かみひこうきを
つくろう」と「みんなでとばそう　かみひこうき」の
ように実際の授業展開を強く意識した構成の場合に
は，先に講義を行った方が活動の構成や発問，班編成
などに関して意図を理解した上で体験活動が行えるた
め，より多くの学生が有用性を感じることにつながる
と考えられる。また，活動を楽しむことだけに埋没し
てしまった学生に対しては，「あきのこうえんにいこ
う」で行ったように，児童に戻ったつもりで活動する
だけでなく，指導する教師の視点も意識するようにと
の指示を事前にしておくことによって，意義を考えな
がら活動に取り組めるように方向付けられるであろ
う。
　また本実践には，大学の講義内で体験活動を行うに
あたって避けることができない制約や限界も存在す
る。1コマの中で全ての活動を終えた「あきのこうえ
んにいこう」に比べて，2コマにわたって体験活動を
実施した「とっておきの　かみひこうきをつくろう」
と「みんなでとばそう　かみひこうき」では，有用性
を感じた学生の割合が10%以上少なくなっている。こ
の点については，前節で考察した交流における班編成
の要因に加えて，欠席等によってどちらかの体験活動
を行っていない場合に有用性を感じにくかったり，製
作と交流の間が1週間あいてしまうことで活動に対す
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る興味・関心が薄くなってしまったりする傾向が伺え
た。しかし，小学校で一般的に行われているような時
間割の弾力的な運用を大学で行うことは容易ではな
い。
　また，1クラスの受講生の多さから生じる課題もあ
る。例えば「とっておきの　かみひこうきをつくろう」
では，紙飛行機づくりと飛ばして試す活動の両方を繰
り返しながら試行錯誤を行うが，本学で最も広い講義
室であっても100人前後の学生が活動を効果的に行う
ために十分なスペースの確保が難しいのが現状であ
る。一方，講義担当者が筆者のみであることから，安
全面での課題も生じている。安全面で配慮すべき事項
がある場合には，事前に危険について注意喚起を行い
必要なルールを守るよう指導してから活動に入ってい
るものの，特に「あきのこうえんにいこう」では公園
の敷地内に学生が分散して活動するため，全体の状況
を完全に把握することが困難な状況にある。 
　以上のような大学の講義内で実施であるために必然
的に生じ，また現状では克服が難しい課題もあるとは
いえ，「生活科概論」の講義内で体験活動を実施する
ことによって，学生が具体的な活動や体験の意義を理
解できただけでなく，指導する側の視点に立って生活
科の趣旨や学ぶ意義，指導のあり方などについても理
解を深めることができた。また，小学校時代の学習経
験に基づく「授業ではない」，「遊んでいる感覚」といっ
た指導者としては望ましくない生活科に対する学生の
イメージを払拭し，教科の本質や意義の理解へと至る
深い学びを実現させる点でも手応えを感じることがで
きた。これらの点は，学生が実際に小学校教員となっ
た際に「活動あって学びなし」の状態に陥ることなく
生活科の指導をしてしていくことにつながる本実践の
効果である。
　今後は明らかになった改善の方向性をふまえ，特に
活動の構成や視点のもたせ方など内容構成面での工夫
を行うことを通して，受講生にとってより学びが大き
く有用性が感じられる体験活動の実施を目指したい。
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